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第２章 第２次「国東市子ども読書活動推進計画」の基本的な考え方 

１ 目 的 

    すべての子どもが自主的に読書活動を行うことができる環境を整備するこ

とを目的として、行政・家庭・地域・学校・関係機関が連携し、子ども読書活

動の推進に関わる取組を一層充実させるため、本計画により基本的な方針を示

すとともに、子どもの読書活動の推進に関わる施策の総合的な指針として定め

るものです。 

２ 計画の基本的方針 

 （１）読書環境の整備 

子どもが読書習慣を身に付けるためには、幼児期から青年期までのすべて

の期間で本に出会える環境が身近にあることが大切です。 

市図書館並びに学校図書館などの施設が機能を発揮するための図書環境

の整備、それに係る人材育成及び確保など、読書環境の整備・充実を図りま

す。 

     （２）読書に親しむ機会の提供 

     子どもが本に親しむためには、幼児期から青年期までに年齢に応じた読書

活動の機会を提供しながら、子どもが自ら読書に親しむ態度を育成すること

が重要です。そのために、家庭・子どもが集まる施設（＊）・学校・図書館

が、それぞれの立場から協働し合って、読書活動の機会と情報提供などの充

実を図ります。 

（３）読書活動の啓発・広報 

     子どもに読書の楽しさを伝えるために、積極的に啓発及び広報活動を進め

ます。 

（４）ネットワークづくり 

     地域で子どもの読書活動に関わる人や団体が、相互に連携することが必要

です。そのための体制の整備及び確立を目指します。 

（５）専門的職員の確保と資質向上 

     子どもの読書活動を推進する人の確保と資質の向上に努めます。   

３ 計画の期間 

   この計画実施の期間は、平成３０年度から平成３４年度までの５年間とし 

  ます。その後は、必要に応じて計画の見直しを行います。 

４ 計画の対象 

     この計画は、１８歳までの子どもを対象とします。 



　

①読書環境の整備
②読書に親しむ機
　会の提供

③読書活動の啓発
　・広報

④ネットワークづ
　くり

⑤専門的職員の確
保と資質向上

Ａ
家庭

◆図書の充実 ◆親子読書運動
◆読み聞かせ

◆市図書館の発信す
る情報の取得
◆本の紹介
◆家族の読書

◆市図書館のブック
スタ－ト事業の活用
◆市図書館主催の行
事への参加

◆読書や読み聞かせ
に対する関心・意欲

Ｂ
子どもが集ま

る施設 ◆図書コーナーの設
置
◆蔵書の充実

◆読み聞かせ
◆週１回以上読書の
時間の実施
◆家庭への図書の貸
出

◆保護者への情報提
供

◆市図書館の資料の
利用
◆子どもが集まる施
設と市図書館との連
携
◆読書ボランティア
との連携

◆職員の研修会への
参加

Ｃ
学 校 ◆学校図書館間及び

学校図書館と市図書
館間のネットワ－ク
化
◆学校図書館の蔵書
の充実（調べ学習対
応）
◆学校図書館の開館
時間の延長

◆読み聞かせ
◆週１回以上の朝の読
書活動の実施
◆特別な支援を要する
子どもへの配慮

◆図書の紹介と広報
活動
◆保護者への家庭読
書の推奨
◆学校図書館の利用
案内

◆市図書館資料を利
用しての授業や読書
活動の推進
◆学校図書館と市図
書館の連携
◆読書ボランティア
との連携

　
◆学校司書の全校常
時配置
◆教員及び学校司書
の研修並びに会議の
充実

 Ｄ
図書館

◆児童書の充実
◆絵本・おすすめの
本の展示
◆中高生向け読書環
境の整備

◆「おはなし会」の
開催
◆「市図書館行事」
の開催・開発
◆「読書週間」にお
ける行事の開催

◆市図書館広報
◆読書活動の啓発講
座の開催
◆読書ボランティア
の活動の紹介

◆子どもが集まる施
設への「資料提供
サービス」の実施
◆学校向け「移動図
書館」の実施
◆学校向け「本の配
送サービス」の実施
◆図書館見学会の受
入
◆職場体験学習、イ
ンターンシップの受
入

◆司書の資質力量の
向上を図る研修の実施
◆読書ボランティアの
資質力量の向上を図る
研修会の開催
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本がつむぐ夢・未来  　 仏の里の子どもたち

　

基本的方針 

区 分 


